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平成２７年第１回蟹江町議会定例会会議録 

 

 

招 集 年 月 日    平成２７年３月１９日（木） 

招 集 の 場 所    蟹江町役場 議事堂 

開 会 （ 開 議 ）    ３月１９日 午前９時００分宣告（第４日） 

応 招 議 員 

 １番 松 本 正 美  ２番 戸 谷 裕 治 

 ３番 水 野 智 見  ４番 安 藤 洋 一 

 ５番 山 田 新太郎  ６番 伊 藤 俊 一 

 ７番 中 村 英 子  ８番 黒 川 勝 好 

 ９番 菊 地   久 １０番 佐 藤   茂 

１１番 奥 田 信 宏 １２番 吉 田 正 昭 

１３番 髙 阪 康 彦 １４番 大 原 龍 彦 

不 応 招 議 員 
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議 事 日 程 
    議長は、次のとおり議事日程を配付した。 

     （会議規則第２１条） 
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  日程第１ 発議第１号 蟹江町議会委員会条例の一部改正について 

  日程第２ 議案第29号 平成26年度蟹江町一般会計補正予算（第７号） 

  日程第３ 議案第30号 海部地方教育事務協議会規約の変更に関する協議について 

  日程第４ 議案第８号 蟹江町教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例の制定につい 

             て 

  日程第５ 議案第９号 蟹江町希望の丘広場設置及び管理に関する条例の制定について 

  日程第６ 議案第10号 蟹江町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等に関する基準 

             を定める条例の制定について 

  日程第７ 議案第11号 蟹江町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定に 

             ついて 

  日程第８ 議案第12号 蟹江町行政手続条例の一部改正について 

  日程第９ 議案第13号 蟹江町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例 

             及び蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条 

             例の一部改正について 

  日程第10 議案第14号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の 

             一部改正について 

  日程第11 議案第15号 蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の 

             一部改正について 

  日程第12 議案第16号 蟹江町の職員の給与に関する条例の一部改正について 

  日程第13 議案第17号 蟹江町介護保険条例の一部改正について 

  日程第14 議案第19号 蟹江町教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の廃 

             止について 

  日程第15 議案第20号 蟹江町保育所における保育に関する条例の廃止について 

  日程第16 議案第18号 蟹江町自転車等の放置の防止に関する条例及び蟹江町都市公園条 

             例の一部改正について 

  日程第17 議案第１号 平成26年度蟹江町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第18 議案第２号 平成26年度蟹江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

  日程第19 議案第３号 平成26年度蟹江町土地取得特別会計補正予算（第１号） 

  日程第20 議案第４号 平成26年度蟹江町介護保険管理特別会計補正予算（第３号） 

  日程第21 議案第５号 平成26年度蟹江町コミュニティ・プラント事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

  日程第22 議案第６号 平成26年度蟹江町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

  日程第23 議案第７号 平成26年度蟹江町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第 

             ２号） 
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  日程第24 議案第21号 平成27年度蟹江町一般会計予算 

  日程第25 議案第22号 平成27年度蟹江町国民健康保険事業特別会計予算 

  日程第26 議案第23号 平成27年度蟹江町土地取得特別会計予算 

  日程第27 議案第24号 平成27年度蟹江町介護保険管理特別会計予算 

  日程第28 議案第25号 平成27年度蟹江町コミュニティ・プラント事業特別会計予算 

  日程第29 議案第26号 平成27年度蟹江町公共下水道事業特別会計予算 

  日程第30 議案第27号 平成27年度蟹江町後期高齢者医療保険事業特別会計予算 

  日程第31 議案第28号 平成27年度蟹江町水道事業会計予算 

  日程第32 発議第２号 「核兵器のない世界に向けた法的枠組み」構築への取り組みを求 

             める意見書の提出について 

  日程第33 発議第３号 子ども・子育て支援新制度に関する予算の確保・増額を求める意 

             見書の提出について 

  日程第34 閉会中の所管事務調査及び審査について 

追加日程第35 発議第１号 蟹江町議会委員会条例の一部改正について 

追加日程第36 議案第29号 平成26年度蟹江町一般会計補正予算（第７号） 

追加日程第37 議案第30号 海部地方教育事務協議会規約の変更に関する協議について 
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○議長 吉田正昭君 

  皆さん、おはようございます。 

  早朝よりご参集いただきまして、まことにありがとうございます。 

  本日は、平成27年第１回蟹江町議会定例会の最終日でございます。ご協力をお願いいたし

ます。 

  ここで、佐藤民生部長より、入院の際のお礼がしたい旨の申し出がありましたので、発言

を許可いたします。 

○民生部長 佐藤一夫君 

  おはようございます。 

  議長のお許しをいただきましたので、貴重なお時間をおかりしまして、一言お礼申し上げ

たいと思います。 

  私の病気入院の際には、議会及び議員の皆様方から温かい励ましや過分なるお見舞いを頂

戴し、大変ありがとうございました。 

  体調はまだまだ万全ではございませんが、ここまで回復しましたので、昨日から職務のほ

うに復帰させていただいております。今後は、健康に留意し、さらに職務に専念したいと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 

○議長 吉田正昭君 

  お手元に、発議第２号及び発議第３号の意見書提出議案、各常任委員会の審査報告書、平

成27年度一般会計予算９款の質疑に対する児童数比較資料、防災建設常任委員には総務民生

常任委員会に配付されました議案第13号及び第16号の補足資料が配付してあります。また、

議員には、平成26年第２回臨時会、第４回定例会会議録の写しが配付してありますので、お

目通しをお願いします。 

  ここで、石垣教育長より、児童数比較資料の説明の申し出がありましたので、許可します。 

○教育長 石垣武雄君 

  おはようございます。 

  先日は申しわけありませんでした。 

  それでは、先ほどお話がありました児童数比較の資料をもとにお話をさせていただきます。 

  この資料は、３月16日に再度調査をしまして、そういう児童数でもって説明をしたいとい

うことで、まず、資料の１枚目でありますが、これは児童数の比較増減の一覧表です。 

  ２枚目の資料をごらんください。２枚目が平成26年度の児童・生徒、学級数とその一覧で

あります。３月16日現在の実数であります。 

  ３枚目をごらんください。３枚目は、現時点で把握しております春休みの転出入も含めま

して見込数を一覧にしたものであります。 

  それでは、もう一度、１枚目をごらんください。 
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  左側にありますが、１年生の児童数の比較ということで、全体に見ていただきますとマイ

ナスというような傾向にあります。学戸小学校におきましては増加ということになっており

ます。全体ではマイナスの21。 

  次に、右側の全校児童数の増減でありますが、来年度ふえる学校は蟹江小学校、須西小学

校、学戸小学校であります。 

  あと、全校児童数と１年生とのかかわりでありますが、基本的には卒業生の６年生と同じ

人数が新しく１年生に入ってくればプラマイゼロであります。卒業生よりも１年生の数が多

ければ、その学校は増加となるわけであります。蟹江小学校をちょっと例にとりますと、２

枚目をごらんください。26年度の６年生（卒業生）は100名であります。３枚目をごらんく

ださい。27年度の新１年生、蟹江小学校に入ってくる子供は114名ということですので、単

純計算でいきますと蟹江小学校は14名の増加ということになります。もう一度、申しわけあ

りません、１枚目をごらんください。ここに蟹江小学校、右側を見ますとプラス11とありま

すので、14ですが、この３につきましては春休みの転出入等々のかかわりがあるということ

での11ということで、いずれにしてもプラスということ。 

  次に、では、１年生の増減についてですが、27年度、左側を見てもらうと、入ってくる児

童数は114名でありますので、６年生が100名ですから、先ほど言いましたように。今の１年

生が132名おるわけでありますね。だから、新しく入ってくる子と今の１年生を比べますと、

これがマイナス18ということで、１年生だけを比較しますと蟹江小学校がマイナスというこ

とでご理解いただけたらありがたいなというふうに思います。同じような傾向のところが、

あと須西小学校が全体でふえるけれども１年生はマイナスというようなところでご理解をい

ただけたらというふうに思います。 

  以上、児童数の増減について説明させていただきました。ありがとうございました。 

○議長 吉田正昭君 

  ただいまの出席議員は14名です。定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第１ 発議第１号「蟹江町議会委員会条例の一部改正について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  奥田信宏君、ご登壇ください。 

（11番議員登壇） 

○１１番 奥田信宏君 

  皆さん、おはようございます。 

  それでは、発議第１号、朗読をもって提案にかえさせていただきます。 

  「蟹江町議会委員会条例の一部改正について」。 
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  蟹江町議会委員会条例の一部を改正する条例を次のように定めるものとする。 

  平成27年３月19日提出。 

  提出者、蟹江町議会議員、奥田信宏。 

  賛成者、同、菊地久、同、伊藤俊一、同、髙阪康彦君であります。 

  蟹江町議会委員会条例の一部を改正する条例。 

  提案理由を朗読させていただきます。 

  この案を提出するのは、教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者（新教育長）を置

くことなどを内容とする「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律」と併せ、地方自治法第121条（長及び委員長等の出席義務）が改正されたことに伴い必

要があるからである。また現在の議会を取り巻く環境等を勘案し、委員会の所轄する事項の

調査研究活動を積極的に行い、行政課題に対し適切かつ迅速に対応するため、常任委員の任

期並びに議会運営委員会委員、資格審査特別委員会委員及び懲罰特別委員会委員の定数を見

直す必要があるからである。 

  新旧対照表はお目通しをください。 

  蟹江町議会委員会条例の一部改正要点を朗読いたします。 

  教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者（新教育長）を置くことなどを内容とする

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」と併せ、地方自治法第

121条（長及び委員長等の出席義務）が改正され、また現在の議会を取り巻く環境等を勘案

し、委員会の所轄する事項の調査研究活動を積極的に行い、行政課題に対し適切かつ迅速に

対応するため、常任委員の任期、議会運委員会委員、資格審査特別委員会委員及び懲罰特別

委員会委員の定数を見直す必要があるから、改正を行うものである。 

  第３条（常任委員の任期）。 

  第１項、任期を「１年」から「２年」に変更。 

  第４条の２（議会運営委員会の設置）。 

  第２項、定数を「８人」から「７人」に変更。 

  第６条（資格審査特別委員会及び懲罰特別委員会の設置） 

  第２項、定数を「第５条第２項の規定にかかわらず、９人とする」から「議会の議決で定

める」に変更。 

  第19条（出席説明の要求） 

  「教育委員会の委員長」を「教育委員会の教育長」に変更。 

  附則。 

  １、平成27年４月１日を施行日とし、改正後の蟹江町議会委員会条例第３条第１項、第４

条の２第２項及び第６条第２項の規定は、平成27年５月１日から適用とした。 

  ２、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成26年法律第76
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号）附則第２条第１項の場合においては、この条例による改正後の蟹江町議会委員会条例第

19条の規定は適用せず、この条例による改正前の蟹江町議会委員会条例第19条の規定は、な

おその効力を有するものとした。 

  以上、ご提案をいたします。ご審議のほう、よろしくお願いいたします。 

（11番議員降壇） 

○議長 吉田正昭君 

  提案理由の説明が終わったので、これより質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております発議第１号は、精読にしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、発議第１号は精読とされました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第２ 議案第29号「平成26年度蟹江町一般会計補正予算（第７号）」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

○総務部長 加藤恒弘君 

  提案説明した。 

○政策推進室長 服部康彦君 

  補足説明した。 

○議長 吉田正昭君 

  提案理由の説明が終わったので、これより質疑に入ります。 

○９番 菊地 久君 

  ９番 菊地でございます。 

  この補正予算でございますが、今、説明がございましたが、第１点、どういう違いがあっ

たのか。国のほうがこれならいいですよということを県の人とも相談して、町村のそれぞれ

の担当者が、これならいけるぞという形で、私は補正予算で繰越明許費を組まれたと、こう

思っておるわけ。それがノーということは、どこに問題があるか。打ち合わせをした役場の

蟹江町の職員が悪いのか、その上の上級機関の県の担当者が悪いのか、国が悪いのか、この

辺をきちんとしておかないと、何やっても同じことになっちゃうんですね。真面目に指導に

基づきながら、これは今回の緊急支援のために国が考えた支援事業の補正で来るよと。国民

の皆さん、地域の住民の皆さんの弱い立場の人たちに銭を使ってちょうだいというのが、こ
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の予算なんですよね。だから、どこが食い違ったのか。じゃ、それがノーと言うならば、や

めるのかどうなのか。来年度、町は独自で必要なものだったら予算を組むのかどうなのか。

その辺について、私、まず第一に疑問に思いますのは、ここまでいろいろなご指導をいただ

いたのか、自分らが勝手に考えたのかよくわかりませんが、これならもらえるということで

予算に組まれたわけですね、繰越明許費組まれたわけ。先回の補正の予算の中でも、民生費

の中にも書いてあるんですね、教育でも書いてあるんですよ、金額まできちんと。にもかか

わらず、今、提案中なんですよ。まだ可決していませんわね。補正第６号は可決していない

の。ただ審議しておるだけ、その途中で、第７号でまた補正でなくなるということ、それに

ついて一遍、原因だけは、私はきちんと整理すべきだと思うんですよね。今の話を聞いてお

る限り、町の担当した担当者が理解を勘違いしてこういうふうに上げちゃったのか、それと

も、打ち合わせした上級機関の人たちの勘違いなのかどうなのか。中身は、私たちは打ち合

わせに入っておりませんのでわかりませんが、今後ということもありますので、きちんとせ

ないかんです。 

  それから、もう一つは、蟹江町だけなのか、愛知県全部なのか、愛知県で大体これと同じ

ようなことをやろうといって補正で提案しておりますよね。そういう市町村も同じミスをや

っておるのかどうなのか。この辺をもう少しお尋ねしたいと思いますが、その点について原

因は一体どこなのか。蟹江だけではない、愛西市もそうだよ、例えば弥富もそうでしたと。

この海部津島、大体同じようなことであるので、扱い方も同じような扱い方になっておりま

すと、こういうことなのか、じゃ、もう一度その辺をお願い申し上げます。 

○政策推進室長 服部康彦君 

  済みません、答弁漏れがあったらご指摘をいただきたいと思います。 

  まず、今回の事業についてでございます。議員もご承知のとおり、12月27日に国のほうで

閣議決定がされまして、私どものほうに流れてきたのが１月９日に国の説明会があるという

ことで、これは国の担当者、県の担当者の説明会ということで、その後、町村の説明会とい

うか、１月28日に実は名古屋市のほうで説明会をやるということで情報をいただいたので、

うちのほうは連携を組んでおりますので、その会議に参加させていただいて内容の確認をさ

せていただきました。それで、最終的に県のほうから計画書の提出依頼が２月12日にござい

ました。私どものほうとしても県と調整させていただいて、事業の内容、当初、実は備品の

購入だけを予定しておりましたが、その後、ソフト事業が若干足らないということでお話を

いただいて、備品の購入というのはハード部分になってしまうので、ソフト事業が足らない

ということで、ソフト事業のいろいろな講習を含めた形での、子供たちの水難事故防止の講

習を含めた形での事業で提出すれば、県のほうはこれでいけるだろうというお話をいただき

ましたので、私どものほうとしては19日の日に県を通じて国のほうに申請を出させていただ

きました。 
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  その後、実は私どもが議会に上程した後に、２月26日ぐらいに、備品とかそういった事業

が過半を占める場合には事業対象にならない可能性があるということです。というのは、備

品だとか消耗品の類が、本来のソフト事業より多い場合については対象にならない可能性が

あるという実はメールが流れてきました。その後、うちのほうとしても検討しながらやって

きました。３月４日の日には、国より今回の交付金の対象とならないという旨の通知を実は

いただきました。このことにつきましても、私どものほうについては再度議会のほうにお願

いして、議長、議運の委員長さんにご報告させていただき、今回７号補正を出させていただ

いたというのが現状でございます。 

  あと、今回の事業の中身でございます。これについて、町単独でやるのかやらないのかと

いう話になると、大変当初うちのほうが計画した段階で、実は保育所のほうからは子供さん

の防災頭巾だとかヘルメットというようなものを何とか整えてもらえないかというお話を聞

いておりましたので、私どもはこの事業に当て込んで実は予算を組まさせていただきました。

それでも、まだ国からの交付の額のほうが多いものですから、それであれば小学校も含めた

防災用品の調整をさせていただきたいということで予算を上げさせていただきましたが、余

りにも単費事業で今回やるについてもちょっと難しい段階になっておりますので、今回は補

正で上げさせていただいたということです。 

  それから、県内の状況でございます。実はいろいろ県内の市町村、調査をさせていただき

ました。議会の当初に上程されたところについては、私どもと同じように単費で全部やるの

か、それか補正で落とすのかという調整をしてみえます。数多くのところは、実は議会最終

日上程ということで上げてみえるところがあります。そこについては、今回のこういった、

私どもは自由に使える交付金というふうに聞いておりましたので、例えば防災備蓄用品の備

蓄なんかを予定してみえたところについては、国からの指導で、その事業については削って

今回は残りの戦略とかそういったものの予算だけで計上するというお話も聞いております。

全ての町村に聞いておりませんので申しわけありませんが、同じような状況がほかのところ

であるというのが実情でございます。 

○９番 菊地 久君 

  そうしますと、緊急支援というのは、需用費で消耗品などで当てておるわけですが、それ

でもいいであろうという形であったけれども、じゃ、何に変えればよかったのかという、物

を例えば先ほど言いましたように、緊急防災のための子供のヘルメットだとか安全対策の問

題だとか、それからほかの必要な備品ですね。消耗品でない残るようなものだとか、こうい

うものなら市のほうでもこちらでもいいとなると、頭にぴんと浮かぶものは、例えばこれと

これの予算をしておいたらこれはよかったのかなというものは、何が今頭の中に浮かんでみ

えるんですか。次ということがございますのでね。 

  それともう一つは、ここで消耗品を組んでありますね、500万円。それはここで、どっち
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みち金は来年なんですよね。一般予算でもできることでしょうと私は思うんですよ。対象外

でだめだといったときに、本当に必要ならば、本来なら27年度の予算でもと言っても、今は

無理ですよね。どう対処すべきなのかなと。今考えられるのは、国から1,200万円近く金を

もらえるためには何をやったらいいの、どういうものでやれば、今からは遅いで、来年やっ

たら遅咲きながら、後追いで９月なら９月ごろに、12月には来るかもしれんものですから、

要はもらわないかんわけですよ。緊急支援なんだから、全国一律ですよ。蟹江だけ、何でも

らえんのって文句言いたくなるんですよ。そうすると、手続上、蟹江町のミスによって

1,200万円損したということになれば、誰か責任とってもらないかん。誰か責任とらなあか

んですよ。もらえるものがもらえんなら、そういうことになっちゃう。だから、これはきち

んとしておかないと、どこに原因があったのか。こうすればよかった、今ならどうすればよ

かったという、それはどうすれば、何ならよかったかという、それはどんなことがあるんで

すか。 

○政策推進室長 服部康彦君 

  済みません、事業につきましては、基本的にソフト事業が中心になるようなお話をいただ

いておりますので、例えば、子育て支援の講習会だとかそういったもの、それから子育てを

支援するに当たって例えば臨時職員さんの賃金、そういったものは事業対象になるというふ

うに聞いております。ですから、基本的にあるのは子育ての何か、27年度予算でいいますと、

新蟹江小学校でやる児童の関係のことも私ども実は考えました。ただ、あれでは相当額、費

用のほうが少ないものですから、対象に今回の事業では入れなかったんですが、ああいった

ものを例えば外部発注したりとかいう費用については対象になります。そういったものが基

本的には今回で言うものなんですが、今おっしゃられた備品とか消耗品、ヘルメットなんか

もはっきり言って消耗品ということの取り扱いなんですが、これは全てハードだというふう

に国のほうは判断したものですから、今回それについてはだめだということで、いろいろな

形での講習会をやるだとか、子育て支援のための講師さんとか、そういった方をお願いする

ものが基本的な今回事業の対象になると思いますので、新たに考えさせていただければとい

うふうに思っています。 

  今回の事業は、先ほども言いましたように、子供さんの、保育所のともかくヘルメットだ

とか防災頭巾のような、これは緊急にすべきものであると思っていますので、できれば27年

度の補正で上げるなりして、新たにやれればと思っていますけれども、学校のライフジャケ

ットについては、今回上げるほど、全て購入しなくてもいいというふうに私自身は思ってお

りますので、もうちょっと規模を縮小した形で今後続けていくのが必要かなというふうに思

っておりますので、よろしくお願いします。 

○９番 菊地 久君 

  国がやることは、勝手に創造して勝手にやって、下へ来るとき理解が大きく違う場合があ
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るわけですね。こちらが欲しくてお願いしたやつは、いつも蹴っちゃうんですね。そんなも

の必要ないと言ってやっておきながら、勝手に国会で決めて法律出して、それで上からばあ

っと銭をおろしてきて使えよという、これも、まあいいじゃないかという形だったと思うん

ですよね、適当にね。上でやったのを下まで理解するというのは、公務員さん、失礼ですけ

れども、本当に違いがあることは事実ですね。だから、裁量権というのはどこにもあるんで

すよ。この裁量権の中の枠の中ではなしに、それもノーと言ってきたときに、今後いろいろ

なことで大変になると思いますので、せっかく来た金が項目によって使えなくなっちゃった。

だから、これなら間違いないんだなと。後追いでもいいけれども、27年度の事業としてこの

事業で補正を組んだときには国は補助金対象になるんだなという、そういう確約がとれるの

かとれないのか。 

  そして、とりわけ今回のミスはどこにあったんだと。上層部の説明不足だったか、理解不

足だったか、これはきちんとしておかないといかんですよ。それで、説明不足であるとする

なら、文句言わなきゃいかん我々も。県の担当者に文句言いたい、私は。「こんなおちょく

ったことやるな、おまえらは」、議会の議員として文句言いたい。執行部はなかなか言いづ

らいんですね、顔を合わせるもので。今回はこれで堪忍してちょうだい、次に何とか色をつ

けるからと言うに決まっていますからね。しかし、我々議会で審議をする立場からいうと、

そういうやり方については理解できんのですよ。勉強不足なのか、指導不足なのかと。どう

するんだ、もっとしっかりせんかと、こう言いたいの。私は、議会の中で言ったようなこと

を、もし県とお話をするときには、議会の中でもこういう形で非常に問題があるという発言

が多かったと、ぜひ伝えてもらいたい。町長もそのことを肝に銘じて、今後の国との、予算

をもらうだとか補助金だとか、いろいろなときに対してきちんと、やっぱりこれ緊急支援な

んですよ、項目が。非常事態宣言と一緒なんですよ。だから、使ってやってちょうだい、も

っとよくしてちょうだい、景気よくしてちょうだい、みんなも何とか日本の国全体を盛り上

げようと。そのために金か、よし使えということなんですよ、本来は。もっと使ってちょう

だいということだと思うものですから、非常に何かどこかで食い違ったかなと思って非常に

残念でございますが、その辺のところをぜひ伝わるようにしてもらいたい。 

  なかなか私は、今の補正予算については理解できない。おかしいと、こう言いたいわけで

すよ。だから、それだと共通点が理解できませんが、ちょっとおかしいと思いますので、こ

の補正のやり方になっちゃ、これから大変なことですよ。いつもそのことばかり、いいよう

にやられちゃうから。こんなことないように、ぜひ、誰が相談を向こうがしたり指導してく

れたかわかりませんが、強く伝えていただきたいことをお願いしたい。 

○議長 吉田正昭君 

  他に質疑がないようですので、以上で質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 
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  ただいま議題となっております議案第29号は、精読にしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第29号は精読とされました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第３ 議案第30号「海部地方教育事務協議会規約の変更に関する協議について」を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

○教育部次長兼教育課長 川合 保君 

  提案説明した。 

○議長 吉田正昭君 

  提案理由の説明が終わったので、これより質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議案第30号は、精読にしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第30号は精読とされました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第４ 議案第８号「蟹江町教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例の制定につい 

             て」 

  日程第５ 議案第９号「蟹江町希望の丘広場設置及び管理に関する条例の制定について」 

  日程第６ 議案第10号「蟹江町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等に関する基準 

             を定める条例の制定について」 

  日程第７ 議案第11号「蟹江町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定に 

             ついて」 

  日程第８ 議案第12号「蟹江町行政手続条例の一部改正について」 

  日程第９ 議案第13号「蟹江町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例 

             及び蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条 

             例の一部改正について」 

  日程第10 議案第14号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の 

             一部改正について」 

  日程第11 議案第15号「蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の 
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             一部改正について」 

  日程第12 議案第16号「蟹江町の職員の給与に関する条例の一部改正について」 

  日程第13 議案第17号「蟹江町介護保険条例の一部改正について」 

  日程第14 議案第19号「蟹江町教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の廃 

             止について」 

  日程第15 議案第20号「蟹江町保育所における保育に関する条例の廃止について」 

  本12案は、総務民生常任委員会に付託されております。 

  委員長より審査結果の報告を求めます。 

  総務民生常任委員長 黒川勝好君、ご登壇ください。 

（８番議員登壇） 

○総務民生常任委員長 黒川勝好君 

  それでは、総務民生常任委員会に付託されました12件につきまして、去る３月６日に委員

会を開催し、全員出席のもと審査を行いましたので、その経過と結果についてご報告を申し

上げます。 

  まず、付託案件の審査順序につきまして、最初に議案第８号、９号、議案第12号から議案

第16号及び議案第19号を行い、続いて民生部に関する案件、議案第10号、議案第11号、議案

第17号及び20号の審査を行いました。 

  まず初めに、議案第８号「蟹江町教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例の制定につ

いて」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第８号は全員賛成で可決するものと決しま

した。 

  ２つ目、議案第９号「蟹江町希望の丘広場設置及び管理に関する条例の制定について」を

議題といたしました。 

  審査に入ったところ、１階フリースペース、２階シャワー室、３階マルチスペースは、誰

がどう使うことを想定しているのか、また、バーベキューの利用時間はどうなるのかという

内容の質疑がございました。これに対しまして、１階フリースペースは、どなたでも入って

いただき休憩していただける団らんの場として活用していける場と思っている。２階シャワ

ーの利用は、グラウンドを利用している愛知大学の学生やバーベキューにお見えになってい

る方が使っていただければと思っている。３階マルチスペースは、板張りとなっており、正

面には大きな姿見があり手すりがついているので、ダンスやヨガでの利用を考えている。ま

た、会議室としても利用いただけるよう、机、椅子も配備させていただいている。バーベキ

ューの利用時間は朝９時から夕方５時までには終わっていただきたいと思っているが、要望

を聞きながらやっていきたいと思っているという内容の答弁がございました。 

  次に、町内会、子ども会等が使用する場合に減免措置はあるのかという内容の質疑がござ
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いました。これに対しまして、体育館や公民館の減免規則に従った形でやらせていただくと

いう内容の答弁がございました。 

  次に、バーベキューの利用する方の年齢はどのように考えているのかという内容の質疑が

ございました。これに対しまして、皆様の意見を受け教育委員会で運用を決めていきたいと

いう内容の答弁がございました。 

  他に若干の質疑がございましたが、質疑を打ち切り、討論を求めたところ、討論もなく、

議案第９号は全員賛成で可決すべきものと決しました。 

  ３つ目、議案第12号「蟹江町行政手続条例の一部改正について」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第12号は全員賛成で可決すべきものと決し

ました。 

  ４つ目、議案第13号「蟹江町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例及

び蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について」を議

題といたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第13号は全員賛成で可決すべきものと決し

ました。 

  ５つ目、議案第14号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、教育委員の人数は変更されるのかという内容の質疑がございました。

これに対しまして、人数に変更はなく、新制度になって教育長が設置された場合、教育委員

が４人となり、計５人となるという内容の答弁がございました。 

  他に若干の質疑がございましたが、質疑を打ち切り、討論を求めたところ、討論もなく、

議案第14号は全員賛成で可決すべきものと決しました。 

  ６つ目、議案第15号「蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部改正について」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第15号は全員賛成で可決すべきものと決し

ました。 

  ７つ目、議案第16号「蟹江町の職員の給与に関する条例の一部改正について」を議題とい

たしました。 

  審査に入ったところ、地域手当とはどういうものか、また、単身赴任手当はどういう場合

に支給されるのかという内容の質疑がございました。これに対して、平成18年度の給与改正

により、給与の原資を給与と地域手当に分け、国家公務員の給与を全国一律とし、地域の民

間企業との格差を地域手当として振り分けるようになった。単身赴任手当は勤務地と居住地

が60キロメートル以上離れており、なおかつ単身でみえる職員に支給される。蟹江町には１

人もいないという内容の答弁がございました。 
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  次に、地域手当の引き上げはどのように行うのかという内容の質疑がございました。これ

に対しまして、平成27年度に４％、平成28年度５％、29年度６％と段階的に引き上げるとい

う内容の答弁がございました。 

  次に、周辺の市町村の地域手当はどうなるのかという内容の質疑がありました。これに対

して、基本的には国の施策であるので６％で決まっているという内容の答弁がありました。 

  他に若干の質疑がございましたが、質疑を打ち切り、討論を求めたところ、討論もなく、

議案第16号は全員賛成で可決すべきものと決しました。 

  ８つ目、議案第19号「蟹江町教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の廃止

について」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第19号は全員賛成で可決すべきものと決し

ました。 

  ９つ目、議案第10号「蟹江町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を

定める条例の制定について」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第10号は全員賛成で可決すべきものと決し

ました。 

  10番目、議案第11号「蟹江町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定につ

いて」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第11号は全員賛成で可決すべきものと決し

ました。 

  11番目、議案第17号「蟹江町介護保険条例の一部改正について」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、被保険者数や負担額などシミュレーションはされているのかという

内容の質疑がございました。これに対しまして、厚生労働省のワークシートを用いて、平成

27年度から29年度までの数値を見込んでいるという内容の答弁がございました。 

  他に若干の質疑がございましたが、質疑を打ち切り、討論を求めたところ、討論もなく、

議案第17号は全員賛成で可決すべきものと決しました。 

  12番目、議案第20号「蟹江町保育所における保育に関する条例の廃止について」を議題と

いたしました。 

  審査に入ったところ、質疑、討論もなく、議案第20号は全員賛成で可決すべきものと決し

ました。 

  以上、報告にかえさせていただきます。ありがとうございました。 

（８番議員降壇） 

○議長 吉田正昭君 

  以上で委員長報告を終わります。 

  これより議案ごとに委員長報告に対する質疑、討論、採決を行います。 
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  日程第４ 議案第８号「蟹江町教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例の制定につい

て」の委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第８号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第８号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第５ 議案第９号「蟹江町希望の丘広場設置及び管理に関する条例の制定について」

の委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第９号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第９号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第６ 議案第10号「蟹江町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等に関する基準

を定める条例の制定について」の委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第10号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第10号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第７ 議案第11号「蟹江町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定に

ついて」の委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第11号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第11号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第８ 議案第12号「蟹江町行政手続条例の一部改正について」の委員長報告に対する

質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第12号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第12号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第９ 議案第13号「蟹江町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

及び蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について」の

委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 
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  これより議案第13号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第13号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第10 議案第14号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正について」の委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第14号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第14号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第11 議案第15号「蟹江町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部改正について」の委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第15号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第15号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第12 議案第16号「蟹江町の職員の給与に関する条例の一部改正について」の委員長

報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 
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（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第16号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第16号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第13 議案第17号「蟹江町介護保険条例の一部改正について」の委員長報告に対する

質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第17号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第17号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第14 議案第19号「蟹江町教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の廃

止について」の委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第19号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第19号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  日程第15 議案第20号「蟹江町保育所における保育に関する条例の廃止について」の委員

長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 
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  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第20号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第20号は委員長の報告のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第16 議案第18号「蟹江町自転車等の放置の防止に関する条例及び蟹江町都市公園条

例の一部改正について」を議題といたします。 

  本案は防災建設常任委員会に付託されております。 

  委員長より審査結果の報告を求めます。 

  防災建設常任委員長 大原龍彦君、ご登壇ください。 

（14番議員登壇） 

○防災建設常任委員長 大原龍彦君 

  防災建設常任委員会に付託されました１案件につきまして、去る３月６日に委員会を開催

し、全員出席のもと審査を行いましたので、その経過と結果についてご報告を申し上げます。 

  最初に、議案第18号「蟹江町自転車等の放置の防止に関する条例及び蟹江町都市条例の一

部改正について」を議題といたしました。 

  審査に入ったところ、今後自転車駐車場の整備はどのように変わっていくのか、また、自

転車の盗難や被害など起きていることは町当局に話があるのかという内容の質疑がありまし

た。これに対して、ＪＲ蟹江駅西側自転車駐車場が300台収容のところ現在246台、82％の利

用、北側自転車駐車場が500台収容のところ現在177台、35.4％の利用、南側自転車駐車場が

600台収容のところ現在512台、85.3％の利用となっており、まだ余裕があるので、今後新た

に建設することは現在は考えていない。また、自転車の被害については、今のところ聞いて

いない。防犯カメラを平成26年度には南側自転車駐車場に８台設置し、平成27年度に北側、

南側自転車駐車場に設置する予定であるという内容の答弁がありました。 

  他に若干の質疑がございましたが、質疑を打ち切り、討論を求めたところ、討論もなく、

議案第18号は全員賛成で可決すべきものと決しました。 

  以上、ご報告を申し上げます。 

（14番議員降壇） 

○議長 吉田正昭君 
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  以上で委員長報告を終わります。 

  直ちに委員長報告に対する質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第18号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第18号は委員長の報告のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第17 議案第１号「平成26年度蟹江町一般会計補正予算（第６号）」を議題といたし

ます。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第１号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第18 議案第２号「平成26年度蟹江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）」を議題といたします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 
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  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第２号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第19 議案第３号「平成26年度蟹江町土地取得特別会計補正予算（第１号）」を議題

といたします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第３号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第20 議案第４号「平成26年度蟹江町介護保険管理特別会計補正予算（第３号）」を

議題といたします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第４号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 
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○議長 吉田正昭君 

  日程第21 議案第５号「平成26年度蟹江町コミュニティ・プラント事業特別会計補正予算

（第２号）」を議題といたします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第５号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第22 議案第６号「平成26年度蟹江町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）」

を議題といたします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第６号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第23 議案第７号「平成26年度蟹江町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第

２号）」を議題といたします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 
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  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第７号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第24 議案第21号「平成27年度蟹江町一般会計予算」を議題といたします。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 

  先に反対討論の発言を許します。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第21号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第21号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第25 議案第22号「平成27年度蟹江町国民健康保険事業特別会計予算」を議題といた

します。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 

  先に原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第22号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第22号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第26 議案第23号「平成27年度蟹江町土地取得特別会計予算」を議題といたします。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 
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（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第23号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第23号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第27 議案第24号「平成27年度蟹江町介護保険管理特別会計予算」を議題といたしま

す。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 

  先に原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第24号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第24号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第28 議案第25号「平成27年度蟹江町コミュニティ・プラント事業特別会計予算」を

議題といたします。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第25号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第29 議案第26号「平成27年度蟹江町公共下水道事業特別会計予算」を議題といたし

ます。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 
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（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第26号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第30 議案第27号「平成27年度蟹江町後期高齢者医療保険事業特別会計予算」を議題

といたします。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第27号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第31 議案第28号「平成27年度蟹江町水道事業会計予算」を議題といたします。 

  本案は去る３月16日に質疑が終わっておりますので、直ちに討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第28号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第28号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第32 発議第２号「『核兵器のない世界に向けた法的枠組み』構築への取り組みを求

める意見書の提出について」を議題といたします。 

  提案説明を求めます。 

  菊地久君、ご登壇ください。 

（９番議員登壇） 
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○９番 菊地 久君 

  ご提案申し上げます。 

  発議第２号「『核兵器のない世界に向けた法的枠組み』構築への取り組みを求める意見書

の提出について」。 

  上記の意見書を別紙のとおり提出する。 

  平成27年３月19日提出。 

  提出者、蟹江町議会議員、菊地久。 

  賛成者、同、伊藤俊一、同、髙阪康彦、同、奥田信宏。 

  では、案文を朗読させていただきたいと思います。 

  「核兵器のない世界に向けた法的枠組み」構築への取り組みを求める意見書（案）。 

  本年は、第２次世界大戦の終戦から70年の節目を迎えます。 

  我が国は、大戦中、自国民やアジアの人々に多大な苦痛をもたらした事への反省に立って、

日本国憲法に不戦の決意と「世界平和」という理想実現への努力を謳い、70年間、国連を中

心とした平和の拡大に真摯に努力してきました。特に、我が国は唯一の被爆国として、核兵

器廃絶への取り組みにおいて、積極的貢献を果たさなければなりません。 

  昨年４月、核兵器の非人道性を巡る議論の高まりの中で開催された「軍縮・不拡散イニシ

アティブ（ＮＰＤＩ）広島外相会合」では、世界の政治指導者の被爆地訪問などを呼びかけ

る「広島宣言」を我が国から世界に発信することができたところです。 

  一日も早い「核兵器のない世界に向けた法的枠組み」の構築に向けて、我が国が積極的貢

献を果たすよう、政府に以下の事項を求めます。 

  １．核兵器国も参加するＮＰＴにおいて、核兵器のない世界に向けた法的枠組みの検討に

着手することを合意できるよう、本年開催されるＮＰＴ再検討会議の議論を積極的にリード

すること。 

  ２．原爆投下70年の本年、我が国で開催される広島での国連軍縮会議、長崎でのパグウォ

ッシュ会議世界大会から、核兵器のない世界に向けた法的枠組み実現への力強いメッセージ

が世界に発信できるよう、政府関係者、専門家、科学者とともに市民社会の代表や世界の青

年による参加の促進を図るなど、両会議を政府としても積極的に支援すること。 

  ３．ＮＰＤＩ広島宣言を受け、主要国の首脳が被曝の実相にふれる第一歩として、日本で

開催される2016年主要国首脳会合（サミット）の首脳会合、外相会合やその他の行事を広島、

長崎で行うことを検討すること。 

  ４．核兵器禁止条約をはじめとする法的枠組みの基本的理念となる核兵器の非人道性や人

間の安全保障ならびに地球規模の安全保障について、唯一の戦争被爆国として積極的に発信

し、核兵器のない世界に向けた法的枠組みに関する国際的な合意形成を促進すること。 

  ５．日米間のあらゆる場の議論を通じ、核兵器のない世界に向けての法的枠組みを見通し
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た日米安保保障のあり方を検討し、核兵器のない世界に向けた新たな安全保障のあり方を世

界に発信することにより、国際的議論を促進すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  平成27年３月19日。 

  愛知県海部郡蟹江町議会。 

  以上、よろしくお願いします。 

（９番議員降壇） 

○議長 吉田正昭君 

  提案説明が終わったので、これより質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより発議第２号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第33 発議第３号「子ども・子育て支援新制度に関する予算の確保・増額を求める意

見書の提出について」を議題といたします。 

  提案説明を求めます。 

  伊藤俊一君、ご登壇ください。 

（６番議員登壇） 

○６番 伊藤俊一君 

  発議第３号「子ども・子育て支援新制度に関する予算の確保・増額を求める意見書の提出

について」。 

  上記の意見書を別紙のとおり提出する。 

  平成27年３月19日提出。 

  提出者、蟹江町議会議員、伊藤俊一。 

  賛成者、同、髙阪康彦、同、奥田信宏、同、菊地久でございます。 

  朗読をもって提案説明とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  子ども・子育て支援新制度に関する予算の確保・増額を求める意見書（案）。 
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  新制度実施まで１か月となった。全国の自治体では、条例制定、事業計画の策定や運用規

則作りが進んでいる。しかし、２月５日に公定価格が示されるなど国の準備が大幅に遅れた

ため、多くの自治体では４月の実施になんとか間に合わせるため必要な準備に追われている。 

  国はもともと、新制度実施には1.1兆円の追加財源が必要としてきた。しかし、0.4兆円分

の財源確保はできず、0.7兆円が消費税率を10％に引き上げた増収分から充てられることと

なった。その後、消費税率10％引き上げの時期は１年半延期されることなり、2015年度の政

府予算では5,100億円（但し、2,791億円は地方負担）が追加投入されることになった。財源

不足は自治体の「子ども・子育て支援事業計画」等の円滑な実施に影響を及ぼしかねず、消

費税引き上げの時期如何にかかわらず優先的な財源確保が必要である。 

  保育士不足も深刻な問題である。待機児童解消には保育所等の保育施設の新増設が必要だ

が、保育士確保は必須である。保育士の処遇改善は喫緊の課題だが、そのためには、幼稚園

と比べてあまりに低い保育所の公定価格を運営実態に見合ったものに引き上げていくことが

必要である。 

  本議会は、国民的課題である少子化対策に真に立ち向かうためにも、政策の優先順位を見

直し、子どもの権利最優先の立場から、安定した財源確保ができるよう「保育・子育て支

援」分野への大幅な公費投入が必要と考える。とりわけ、児童福祉法第24条第１項に基づき

設置運営される保育所については、より良い保育の実施ができるよう以下を国に対して求め

るものである。 

  １．子ども・子育て支援新制度の円滑な実施のための財源を当初の予定通り確保すること。 

  ２．保育士の人材確保のために大幅な処遇改善を実現すること。 

  ３．保育所の公定価格を、その運営実態に見合った内容に引き上げること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  平成27年３月19日。 

  愛知県海部郡蟹江町議会。 

  提出先、内閣総理大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣。 

  よろしく審議のほど、お願い申し上げます。 

（６番議員降壇） 

○議長 吉田正昭君 

  提案説明が終わったので、これより質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 
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  これより発議第３号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、発議第３号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  日程第34 「閉会中の所管事務調査及び審査について」を議題といたします。 

  各常任委員長及び議会運営委員長から、会議規則第75条の規定により閉会中の所管事務調

査及び所管事務審査の申し出があります。 

  お諮りいたします。 

  各委員長からの申し出のとおり、閉会中の所管事務調査及び所管事務審査に付することに

ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の所管事務

調査及び所管事務審査に付することに決定いたしました。 

○議長 吉田正昭君 

  お諮りいたします。 

  精読になっておりました発議第１号「蟹江町議会委員会条例の一部改正について」、議案

第29号「平成26年度蟹江町一般会計補正予算（第７号）」、議案第30号「海部地方教育事務

協議会規約の変更に関する協議について」の３案を日程に追加し、議題にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、３案を日程に追加し、議題とすることに決定いたし

ました。 

○議長 吉田正昭君 

  追加日程第35 発議第１号「蟹江町議会委員会条例の一部改正について」を議題といたし

ます。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより発議第１号を採決いたします。 
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  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  追加日程第36 議案第29号「平成26年度蟹江町一般会計補正予算（第７号）」を議題とい

たします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第29号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第29号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  追加日程第37 議案第30号「海部地方教育事務協議会規約の変更に関する協議について」

を議題といたします。 

  本案は精読となっておりましたので、直ちに質疑に入ります。 

（なしの声あり） 

  質疑がないようですので、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

（なしの声あり） 

  討論がないようですので、討論を終結します。 

  これより議案第30号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

  ご異議なしと認めます。したがって、議案第30号は原案のとおり可決されました。 

○議長 吉田正昭君 

  これで、本定例会の会議に付議された事件は全て議了いたしました。 
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  ここで、横江町長より平成27年第１回蟹江町議会定例会閉会に当たり発言の申し出があり

ましたので、許可いたします。 

○町長 横江淳一君 

  それでは、議長のお許しをいただきましたので、大変貴重なお時間でありますけれども、

一言だけご挨拶を申し上げたいと思います。 

  第１回定例会に当たりまして、平成27年度予算、一般会計94億6,000万円余、そして特別

会計含めまして188億円という予算をお認めをいただきました。また、一般会計補正予算並

びに全ての議案も議決、議了をいただきましたこと、心より御礼申し上げたいと思います。 

  町民の皆様からお預かりした血税をしっかりと無駄なくお使いさせていただき、議員各位

ともご相談を申し上げながら活発な意見の戦わしをこの議会でまたしっかりやっていきたい、

このように思っているわけであります。 

  今議会をもちましてご勇退をされるという議員各位もおみえになるということを聞いてご

ざいます。本当に長きにわたりまして大変ご苦労さまでございました。 

  また、４月に始まります統一地方選挙でもちまして町議会選挙がございます。本日議場に

おみえになる皆様方がまた元気なお顔で戻ってみえることを心よりお祈り申し上げますとと

もに、しっかりと選挙で戦っていただき、これからの蟹江町のために二元代表制をしっかり

堅持するとともに、町民の福祉、生命・財産、安心・安全のために邁進してまいりたいと思

っておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げ、一言御礼のご挨拶とさせていただきま

す。 

  本当にありがとうございました。 

○議長 吉田正昭君 

  これをもって本日の会議を閉じます。 

  以上で、平成27年第１回蟹江町議会定例会を閉会いたします。 

（午前１０時３１分） 
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